私 は 散歩に 出る のに 二つの 路を 持って いた。 一つ は 

5? 夫に 沿った 街道で、 もう 一 つ は 街道の 旁から 渓に懸 つ 

っリ ばし 

た 吊橋 を 渡って 入って ゆく 山径だった。 街道 は 展望 を 

持って いたが そんな 道の 性質と して 気が 散り 易かった。 

それに 比べ て 山径の 方 は 陰気で はあった が 心 を 静かに 

した。 どちらへ 出る か は その 日 その 日の 気持が 決めた。 

しかし、 いま 私の 話 は 静かな 山径の 方 をえ らばな け 

れ ばなら ない。 

吊橋 を 渡った ところから 径は 杉林の なかへ 入つ て ゆ 

こずえ さえぎ 

く。 杉の 梢が 日 を 遮り、 この 径に はいつ も 冷たい 

湿つ ぼ さがあった。 ゴチック 建築の なか を迪 つて ゆく 



ときの ような、 犇 ひしと 迫って 来る 静寂と 孤独と が感 

じられ た。 私の 眼 は ひとりでに 下へ 落ちた。 径の 傍ら 

みしょう せんたい し だ 

に は 種々 の 実生 や 蘚苔、 羊歯の 類が はえて いた。 この 

わいしょう 

径 ではそう いつ た 矮小 な 自然が なんとなく 親しく I 

とぎばなし 

I 彼らが 陰湿な 会話 を はじめる お 伽噺 のなかで のよ 

うに、 眺められた。 また 径の 縁に は 赤土の 露出が 雨滴 

にたた かれて、 ちょうど 風化 作用に 骨 立った 岩石 そつ 

くりの 恰好に なって いると ころがあった。 その 削リ 

いただき 

立った 峰の 頂 に はみ な 一 つ 宛 小石が 載つ かっていた。 

ここへ は、 しかし、 日が まったく 射して 来ない ので は 

なかった。 梢の 隙間 を 洩れて 来る日 光が、 径の そこ こ 
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